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大台警察署協議会議事録 

令和６年度第２回大台警察署協議会

日　　時 令和６年９月30日（月）午後１時30分～午後３時 
場　　所 大台町就業改善センター

 １  三重県公安委員会　１名 
 　　志田幸雄委員長 
 ２　警察署協議会  ３名 
出 席 者     久保香里委員、西村郁子委員、藤原徳久委員 
　　

３　警察署　６名 
    署長、副署長、会計課長、生活安全刑事課長、 
　　交通係長、警備係長      

傍聴者数 なし

公開・非公開の別 公開　

議 事 概 要

１　公安委員会委員長挨拶 
２　警察署長挨拶 
　　「管内の良好な治安維持のため、引き続き、忌憚のない意見をいただ
　きたい。」旨挨拶した。 
３　管内治安概況等の説明（警察署長） 
　⑴　犯罪情勢 
　⑵　交通事故情勢 
　⑶　特殊詐欺情勢及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺対策 
　⑷　災害対策 
４　警察のクマ被害対策の説明（生活安全刑事課長） 
５　鑑識活動の説明 
　  「犯罪現場における鑑識活動の目的と必要性」について説明し、様々

 　な検体からの指紋採取を実演した。
６　協議内容 
　⑴　特殊詐欺対策について 
　　＜委員＞　定期的に、職場へ不審電話等の情報がメールで届いており、
　　　　　　施設利用者に注意喚起をしている。 
　　　　　　　先ほど、ＳＮＳ等を利用して親しくなってから金銭を要求
　　　　　　する手口があると説明を受けたが、最近、似たような経験を
　　　　　　しており、詐欺の手口であったと再認識できた。 
　　　　　　　こうして逐一情報提供してもらえることは、とてもありが
　　　　　　たく思う。 
  　【署長】　警察では「絆ネットワーク」を運用しており、登録者に防
　　　　　　犯情報等をメールで提供している。また、登録者が自身のネ
　　　　　　ットワークを活用して情報伝達することで、地域住民に広く
　　　　　　情報を浸透させている。 
　　　　　　　そのほか、町の防災無線等も有効活用して、情報提供を行
　　　　　　い、注意喚起に努めていく。 
　⑵　鑑識活動について 
　　＜委員＞　事件現場に残された指紋などが、犯人特定に重要な役割を
　　　　　　持つことや、効果的に鑑識活動を行うためには事件関係者の
　　　　　　協力が不可欠であることがよく理解できた。 
　　　　　　　実際の作業を見たり経験したりすることで、職場等で周知

 　　　　　　する際に説明がしやすくなるので、とても良い取組と思う。
　　【署長】　広く理解が得られるよう、職場や地域での情報共有をお願
　　　　　　いする。 
　　　　　　　また、警察官採用募集の広報にも役立てていただきたい。

備　　考 報道機関１社１名　　　　　　　　　　　

        


